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卒業前の学生を対象に OSCE 受験者と模擬産婦を募集し、各 2 名計 4 名の参加者を得て、臨床推論を組み込んだ課題を設定し



























































2018 年 1 ～ 2 月。
 4.  データ収集方法
1 ） 臨床推論を組み込んだ分娩期 OSCE の概要
2018 年 1 月に卒業直前の学生を対象に、OSCE
受験者と模擬産婦を募集した。最終的に、一つの助
産師教育機関から各 2 名の計 4 名の研究参加者を得
て、同年 2 月に臨床推論を組み込んだ課題を設定し
た分娩期 OSCE（約 70 分）を実施した。本 OSCE


















りながら展開する形式で、4 場面 8 課題を設計した。
4 場面は Station1: 情報収集、Station2: 産婦の来院、





























OSCE 開始 1 時間前に、学生に対して当日のスケ
ジュール（表 2）等の説明を行った。
表 2．OSCE 当日のスケジュール























10 分 休憩 評価表記入→回収
60 分














































































研究参加者は、22 ～ 27 歳で、助産師教育機関は 4
名全員が 1 年課程の専修学校で、そのうち 1 名は臨床
経験 4 年であった。全員が OSCE の経験があった。
 2.  臨床推論を組み込んだ分娩期OSCEの評価






表 3．卒業時の学生からみた分娩期に関する OSCE 実施内容や方法への評価








































































































































































































































第 3 期終了より2 時間まで（保健師助産師看護師学校
養成所指定規則）を受け持ち、「分娩の進行状態の診
断」や「産婦と胎児の健康状態の診断」をしている。こ

































































































































育課程修了前の学生 4 名を対象とするフォー カスグル プー
インタビューの結果として、以下のことが明らかとなった。
１．環境や媒体の工夫や長いケースの事例を用いて行
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